画像の編集 


データフォルダの画像（静止画）に巧して、画像編集を行うことができます。画像編 
集のを操作は、編集する画像を表示し （[ i ^ P .12-6 の操作1〜3 )、次の操作を行った 
あとの画面（画像編集の乂ニュー画面）か6操作します。 

感 ）（ 乂ニュー） ♦ 「画像編集」 選択 ♦(§) 

•ファイル形式やデータ内容によっては、操作できなかったリ、表示される^ニューが異 
なることがあリまず。 
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乂ニュー画面 
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画像編集の乂ニュ - 
画面 


- 編集前の画像を表示 
■ 編集中の画像を表示 

- 六ニュー項目の内容 
をま/」、 

I - 画像編集;^ニュー項目 


— 編集後の画像を保を 

I ■編集中の画像を全画 
」 面で表示 


• ニュー項目はダイトルボタンでも指定できまず。 

• P .12-25 〜 P .12-31 では、編集完了までの操作を説明しています。編集した画像の保を方法 
については、下記を参照してください。 


f 、 


編集後の画像保ち 


■画像編集のを項目で、® (ミ夫定）または® (ミ夫定）を}甲ずと、画像編集の乂ニュー画面 
に戻リまず。このときは編集した画像は保をされていまだん。編集した画像を保をする 
ときは、次の操作を行います。 

@ (保を）♦タイトル入力（最大全角12文字、半角24文字まで） 

■登中止：®(取消） 

■登先変更：巳互♦フォルダ選択♦旁 

■ SD 乂モリカードへ保な：® (乂ニュ ー)♦ 「乂モリカードへ切誓」選択♦爹 


12-24 


I 画像編集の乂ニュー画面 （ o :^ P .12-24) で、「ヴイブ修正」 
を巧す。 

•「サイブ修正」が選択できない画像は、利用できまだん。 

2 「团壁紙用」〜「固アラーム時表示用」のいずれかを選 
び、 ® を巧す。 


選んだ画像とサイズを示ずがが表示されます。 （ 利用できない画 
像は表示されまだん。） 


壁紙用 

横 240 X 縦32日ドット 

写乂ール用 

横 120 X 縦160ドット 

パヮ ー ON / OFF 用 

横 120 X 縦130ドット 

着信時表示用 

横 120 X 縦38ドット 

アラーム 時表示用 

横 120 X 縦5け'ット 


■ 画像サイズ選択のやリ直し： 1 クリア I 


3 画像の表示難囲を指定ずるとま 
n @で表示節囲を指定する。 

•画像サイズによっては、表示範囲を指定できないことがあリます。 

画像を拡大縮かするとさ 
n @ (リヴイブ）を押す。 

ディスプレイ下部左に「移動」が表示されまず。 

曰 ◎ (拡大）まには@ (縮小）でヴイブを変更し、 ® を巧す。 

•画像をなめ 6 かにずるときは、® (soft) を巧してください。 

4度)を巧す。 

ぶ® (保ち）を押す。 

このあと、編集した画像を保をしまず。 （ o ^ P .12-24) 

■ 編集のやリ直し：匹3 ( 元に房す） 



画像ヴイブを変更する 


データフォルダに登されている画像を、壁紙用や乂ール添付用などのサイズに変更 
します。 

♦固定のサイズに変更ずるほか、お巧みのサイズに切リ出ずことができまず。 

♦画像サイズを変更ずると、画像のデータサイズも変更されまず。 

♦画像サイズが大きいと、画像を表示できないことがあリます。 


固定サイブに変更する 


デ—夕管理 
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I サイブを自由に変更する 

I 画像編集の乂ニュー画面 （0：^ P . 12-24) で、「ヴイブ修正」を選び、® 
を巧す。 

•「サイブ修正」 が選択できない画像は、利用できまだん。 

ヴ「◎自由切出」を選び、 ® を巧す。 

画像が表示されまず。（「+」表示） 

夕感で「+」を切リ出す部分の左上に移動し、 ® を巧す。 

4感で「+」を切リ出す部分のも下に移動する。 

■指定の やリ直し：@ ( 房る）♦操作3か6やリ直ず 

iq ® (完了）を巧す。 

■画像 サイズ選択のやリ直し：回3 
■ iU 降の操作： o ^ P .12-25 の操作 3 iU 降 


画像に文字を入力する 


I 画像編集乂ニユー画面 （ o ：^ P . 12-24) で、「テキストおな」を選び、® 
を巧す。 

•「テキスト 貼付」が選択できない画像は、利用できまだん。 

■ 文字色の設定：@ (文字色） ♦文字色選択 ♦(§) 

■文字を 縁取6ない：@ (文字色）♦「回緣どリ設定」 選択 ♦(§) ♦「回 OFF 」 選択 ♦(§) 

ク「团フリーつード」を選び、 ® を巧す。 

■ 曰巧の入力： 「因曰巧」 選択 ♦(§) ♦操作 4 へ 

3文字を入力し、 ® を巧す。 

•最大全角8文字（半角16文字）まで入力できまず。 

•バーコードの読み取リを利用して、文字を入力ずることはできまだん。 

■文字 入力のやリ直し：@ (房る）♦操作2か6やリ直ず 

4 @で文字や曰巧の位置を指定し、度)を巧す。 

このあと、編集した画像を保をします。 ( o ^ P .12-24) 

■編集の やリ直し：区固（元に房す） 


成 
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イ写乂ールモードで撮影した連写画像を装飾すると、連写画像内のすべての画像 
Wm が装飾されます。連写画像内の1枚の画像だけを装飾するときは、@で個別の 
画像を表示してか6操作してください。 

2 装飾の種類を選び、务を}甲す。 

•次の装飾が行えます。 


tz ピア 

t ピア色で濃淡を表現 

さ6めさ 

光輝部を十字に輝かだる効果を表現 

シたボン玉 

背景にシトボン玉を飛ばすような効果を表現 

万華鏡 

万華鏡のような効果を表現 

浮账 リタッチ 

乂タル系シルバーで立体感を表現 

線検出 

線で描いた絵のような効果を表現 

アルミち 

アルミ宙の側面に貼リ付けた効果を表現 

円ソフトフレーム 

周リを丸くぼかすフレーム調 

ソフトフレーム 

周リをぼかずフレーム調 

ちぎり フレーム 

周リを手でちぎった感じのフレーム調 


画像に マーカーを 入力す る 


I 画像編集の乂ニユー画面 （ o :^ P .12-24) で、「マーカースタンプ」を選 
び、 ® を巧す。 

2 マーカーの種類を選び、度)を巧す。 

■ 文字色の変更：@ (文字色） ♦文字色選択♦策 

■文字を 縁取6ない：@ (文字色）♦「园緣どリ設定」 選択 ♦策♦「因 OFF 」 選択 ♦策 

3 ©でマーカーを巧ける位置を}話し、度)を巧す。 

このあと、編集した画像を保なしまず。 （ o ^ P .12-24) 

■マーカーの 変更：@ (房る）♦マーカー種類選択 ♦(§) 

■ 編集のやリ直し： 1〇別 ( 元に房ず） 


画像を装飾する 


画像の色あいやタッチを変えることができます。 

♦画像装飾に利用できる画像は、 JPEG 形式と PNG 形式でず。連写画像も装飾できまず。 
♦装飾可能な画像サイズは、横 52 X 縦 52 ドット〜横 240 X 縦 320 ドットでず。これ上の 
サイズの画像は、画像の中むを基準に横 240 X 縦 320 ドット部分を抜き出し、装飾されま 
ず。（画像サイズも変更されまず。） 

I 画像編集の乂ニユー画面 （ o :^ P . 12-24) で、「エフェクト」を選び、® 
を巧す。 

•「エフェクト」 が選択できない画像は、利用できまだん。 
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3 を巧す。 

このあと、編集した画像を保ちしまず。 ( o ^ P .12-24) 

■編集の やリ直し：区！](元に房ず） 

画像を装飾すると、画像データサイズが大きく変わリます。装飾された画像が登で 
きないことや、乂ール送信できないことがあリます。 


顔写真を加工する 


画像内の顔を笑い顔や怒った顔、ミ立き顔などに加工できます。 

(フェイスアレンジ） 

•フェイスアレンジに利用できる画像は、 JPEG お式と PNG お式でず。 

♦フェイスアレンジには、正面を向き顔が大きく中央に写っている画像を使用してくださ 
い。 

•フェイスアレンジは、あ6かじめ設定されている顔パーツ（輪郭、目、 □) の位置や大 
きさを元に加工を施します。そのため、画像内の顔の位置や大きさによっては、うまく 
加工できないこともあリまず。 

また、次のようなときは、うまく加工できないこともあリます。 

■ピントが合っていない/首を傾けている/暗い/目が髪で隠れている/画面の中央に写って 
いない/□が開いている/乂ガネをかけている/ヒゲを生やしているなど 
♦画像に応じて、顔パーツの位置や大きさを指定して加工することもできます。 

(傾 P .12-29) 

I 画像編集の乂ニュー画面 （ o ：^ P . 12-24) で、「フェイスアレンジ」を選 
び、 ® を巧す。 

•「フェイスアレンジ」が選択できない画像は、利用できまだん。 

クアレンジの種類を選び、 ® を巧す。__ 


ち顔合成 

顔のち半好をもとにした左ち対称の顔 

ほつそり 

細くなった顔 

左顔合成 

顔の左半好をもとにした左ち対称の顔 

くしや顔 

上下に圧縮された顔 

微笑む 

目、口が微笑んでいる顔 

色黒 

色黒になった顔 

怒る 

目、□が怒っている顔 

色白 

色白になった顔 

悲しむ 

目、□が悲しんでいる顔 

カチン 

怒リマークを合成 


■顔 パーツの位置や大きさの確認：@ (顔抽出） 
■アレンジ画像に戻る：上記操作のあと 、@ (戻る） 
■ アレンジのやリ直し：@ (房る） 


3 ® を巧す。 

このあと、編集した画像を保ちしまず。 ( o ^ P .12-24) 

■編集の やリ直し：阿司(元に房す） 

フェイスアレンジを行った画像をスーパー乂ールに添付したリ、壁紙などに設定して 
楽しまれるときは、人格権、肖像権を尊重し、他のちの中傷などにご配慮ください。 
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顔パーツの位置/大きさを調整する 


あ6かじめ設定されている顔パーツの位置が、加工する画像の顔とずれているとき 
に、位置や大きさを調整します。 

•顔パーツは画像ごとに調整して登しまず。 

• P .12-28 の操作 1 のあと、次の操作を行います。 

I @ (顔抽出）を巧す。 

現在設定されている顔パーツが表示されます。 


( 修正）を押す。 

顔輪郭の枠の左上に「+」が表示されまず。 

夕顔の輪郭を指定する。 



み 



@で顔の輪郭の左上に 
「+」を移動 


©で顔の輪郭のも下に 
「+」を移動 


顔の輪郭の位置が 
指定完了 


I 指定のやリ直し：@ (房る） 


4ち目^左目^□の順に、それぞれの顔パーツを指定する。 

•画面上部のガイドに従って、操作 3 と同様に操作します。 






ち目の位置を指定 


左目の位置を指定 


□の位置を指定 


K 指定が終われば、@ (完了）を押す。 

確認六、ソ tz —ジが表示されたあと、指定した顔パーツがすべて表示されます。 
■顔 パーツの指定のやリ直し：操作2か6やリ直す 
■ あ6かじめ設定されている顔パーツに房ず：@ (リ tz ット） 

b ® を巧す。 


の 
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グ「团 YES 」 を選び、 ® を巧す。 

指定した顔パーツを巧加した画像が、新しい画像としてデータフォルダに登され、 
フェイスアレンジの画面に戾リまず。 

•このあと、新規登した画像を使ってフェイスアレンジの操作を行うと、指定した 
顔ノ くーツで画像を加工ずることができまず。 


その化の画像編集 


♦編集後の画像を保なずるときは、 P .12-24 を参照してください。 

♦を機能が選択できない画像は、画像編集できまだん。 

JPEG 形式や PNG お式の画像にフレーム（囲み）を付けるこ I 
とができます。 I 

画像編集の乂ニュー画面で「フレーム」選択♦度) ♦ フレーム選択 

♦务♦务 

■ フレームの確認：フレーム 選択(表示） 

■フレーム選択画面に戻る：上記操作のあと、@ (房る） 

■編集の やリ直し： 1〇說| (元に房す） 


ムービンヴフオト 

フレーム 


JPEG 形式や PNG 形式の画像に、内蔵の動くフレームを巧 
け、アニ^-シヨン風に仕上げます。 


画像編集の乂ニュー画面で「ムービングフオトフレーム」選択♦嗓♦フ 
レーム選択參®♦度） 

■ ムービングフオトフレームの確認：フレーム 選択(再生） 

■ムービングフオトフレーム選択画面に戻る：上記操作のあと、@ (房る） 

■編集の やリ直し：区！](元に房ず） 

•作成したアニ乂ーシヨンは、アニ乂ータ」 （. nva ) 形式で登されまず。 

ムービングフオトフレームで作成したファイルは、シトープ製ボーダフオンライ 
ブ！パケット巧応機 iU 外では展開できまだん。 （ J - SH 04 iU 降のシトープ製□ン 
グ乂ール巧応機でも展開はできますが、正しく表示されないことがあリます。） 




ムービングフォトフレームのサイズには、ホ黄12日 XiKl 3 日ドットとホ黄 240 X 縦 
260ドットの2種類があリます。元の画像サイズによつて、次のサイズのムービ 
ングフォトフレームが自動的に付きまず。 

■横120縦130ドット!: rF のとき 
横 120 X 縦130ドットのムービングフォトフレームが巧きまず。 

■横 120 縦 130 ドットよリ大きいとき 
横 240 X 縦260ドットのムービングフォトフレームが巧きます。 

■横 240 縦 260 ドットよリ大きいとき 

画像の中'。に、横 240 X 縦260ドットのムービングフォトフレームが巧きます。 
うまく加工できないときは、フレームの種類に応じて画像のサイズを変更した 
リ、お好みのサイズに切リ出してご利巧ください。 ( o ^ P . 12-26) 
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画像回お 


画像の向きを回転させることができまず。 


画像編集の乂ニュー画面で「回転」選択♦度)♦種類選択♦貪 

X ® (回転）を巧ずたびに、画像が90度ずつ回転しまず。 

■ 編集のやリ直し：区 1]( 元に房ず） 


保存お巧/ 
保なヴイブの変更 


画像の形式を JPEG 形式（「黑」表示）や PNG お式（「嫌！」表 
示）に変更したリ、画像のファイルサイズを変更します。 


保ちお式変更 

画像編集の乂ニュー画面で「保ち形式」選択「团お式」選択♦度)^ 
保ちお式選択(完了） 

ヴイブ変更 

画像編集の乂ニュー画面で「保ち形式」選択♦度)^「固サイブ」選択 
♦度)♦サイブ選択♦度) ♦(§) (完了） 


# 


保を形式やフアイルサイズを変更すると、画質が変わることがあリます。 


画像のを巧 


画像合成編集のを操作は、合成する画像を表示し （ tt ^ P .12-6 の操作1〜3 )、次の操 
作を行ったあとの画面（画像合成の乂ニュー画面）か6操作します。 

@ (乂ニュ ー)♦ 「画像合巧」選択♦策 

* ファイル形式やデータ内容によっては、操作できなかったリ、表示される^ニューが異 
なリまず。 
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マイキトラクタ登録 
簡単アニタ作巧 
バーコード読み取リ 
バーコード作巧 
マーク表示 OFF 
通常表示 
プ□パテイ 


乂ニュー画面 



表示中の画像 

乂ニュー項目 
の内容を表不 

.画像合成 
乂ニュー項目 


画像合巧の乂ニュー 
画面 


の 
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